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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本研究は,放射線治療計画用永久磁石型MRIシミュレータの開発を目的に行われた｡本装置は,平板
な撮影台をもち,超伝導型装置では困難な治療体位下の撮像が可能である｡
まず,最大の問題点であるMR画像の歪みを,格子状フアントムを作成して詳細に検証した｡この結
莱,静磁場中心から半径 12cm以内では,位置のずれは2mm以下であることが明らかになった｡次に
骨腫蕩患者14例を対象に,考察したMR用皮膚マーカーを用いて,MR補助下X線シミュレーションを
施行した｡その結果,仝例でMR画像は治療計画に有用であり,7例では最適な照射野への修正が可能
であった｡
本研究の結果,永久磁石型MR装置の画像の歪みが詳細に判明し,治療計画に使用する際の重要なデ
ータが得られた｡また,骨腫癌の放射線治療計画ではMR画像が極めて有用である七ともに,永久磁石
型装置が治療計画に適していることも明らかになった｡永久磁石型MR装置の画像の歪みを検証 ･定量
化した報告や,MR用皮膚マーカーを使用したMR補助下Ⅹ線シミュレーションに関する報告は他に見
られない｡
以上の研究はMRシミュレータの開発に貢献し,高精度放射線治療の発展に寄与するところが多い｡
したがって,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,本学位授与申請者は,平成9年 2月5日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認
められたものである｡
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